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コミュニティ活動について 

 
1.地域コミュニティの現状と課題 

 

 地縁的なつながりによる地域コミュニティは、地域住民が助け合って生活を営む基盤

であり、地域生活における全般にわたって重要な役割を果たしてきました。しかし、近

年、人口減少や少子高齢化、人口流動、職住分離といった社会の変化に伴って、地縁的

な繋がりが希薄化し、地域コミュニティの万能力が衰退する傾向にあるため、地域にお

ける安全・安心の確保が危ぶまれています。 
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 しかし、このように従来の地縁的なつながりが希薄化する一方で、地域における安

全・安心の確保に資する新たな動きが一部に見られてきました。現在の地域コミュニテ

ィは、平常時における定期的な防災訓練の実施、住民の防災意識や災害時に向けた準備

の喚起等に大きな役割を果たしています。とりわけ災害時においては、平成 7 年の阪

神・淡路大震災の災害発生直後の住民の安否確認、初期救助活動、情報の伝達、避難所

の運営、被災した住居を狙った窃盗等を防ぐための住民による見回り等に重要な役割を

果たしています。 
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2.新たなコミュニティ活動の胎動 

 
 従来型地域コミュニティの万能力が衰退しつつも、防犯や防災活動など特化した分野

で機能しはじめる一方で、NPO やボランティア等による活動が盛んになりつつありま

す。 

 近年では、個人志向の人よりも社会志向の人が増加傾向にあり、社会の一員として何

か社会のために役立ちたいと考えている人の割合は全体の6割程度を維持しています。 

さらに、社会貢献したい内容を見ると、町内会、社会福祉活動、自然・環境保護活動

とともに、自主防災活動や災害救助活動等災害に関する活動が上位を占めており、回答

比率も年々増加傾向にあります。 

高齢化に伴う地域コミュニティの衰退が懸念される一方で、中・高年層ほど地域コミ

ュニティへの参加意欲が強い傾向にあり、また地域コミュニティに参加しない主要な理

由の一つとして「活動する時間がとれない」ことが指摘されている。 

 以上のことから、いわゆる「団塊の世代」層の人々が、間もなく定年を迎えて時間に

ゆとりができるようになれば、今後の地域コミュニティの新たな担い手として活躍する

ことが期待できます。 
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4.行政に期待すること 

 

地域コミュニティを活性化させるために、行政に求める支援としては、「情報提供に

関すること」が最も多く、ついで「物的、資金的支援に関すること」「人材育成支援に

関すること」が多くなっています。 

 

 
 
 
 

統計資料：H20愛知県内地域コミュニティ調査 引用 


